
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
度
重
な
る

変
異
に
よ
り
、収
束
と
拡
大
を
繰
り
返

し
た
二
〇
二
二
年
。ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、三
十
二
年
ぶ
り
の
大

幅
な
円
安
に
よ
る
物
価
高
、変
わ
ら
ぬ

医
療
従
事
者
へ
の
負
担
や
多
方
面
で
の

経
済
的
困
窮
な
ど
数
年
前
で
は
考
え

ら
れ
な
い
世
の
中
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。一
方
で
、北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
や
サ
ッ
カ
ー
W
カ
ッ

プ
で
の
強
豪
国
撃
破
、大
谷
翔
平
選
手

の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
の
活
躍
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
に
於
い
て
は
非
常
に
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
一
年
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、こ
の
よ
う
な
中
で
も
同
窓
会

活
動
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、常
総
学
院
に
と
っ
て
も
本
年

度
は
ス
ポ
ー
ツ
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
ま
し
た
。三
年
生
の
佐
藤
陽
太
郎
さ

ん
が
世
界
水
泳
選
手
権
の
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
で
日
本
初
と
な

る
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。今
後

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
る
可
能
性
も

あ
り
、更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

他
に
も
三
年
生
の
松
本
心
愛
さ
ん

が
二
〇
二
三
年
に
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
るIC

U
 W
O
R
LD
 

CH
EERLEADING CH

AM
PIONSH

IP

に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
が
決
定
し
て

お
り
ま
す
。世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

常
総
生
の
ニ
ュ
ー
ス
を
拝
聴
す
る
と
、

ま
る
で
自
分
の
事
の
よ
う
に
う
れ
し
く

　
　

な
り
ま
す
。中
学
校
に
つ
い
て
は
、英
語

関
連
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
受
賞
が
増
え
て

き
て
お
り
ま
す
。特
に
国
際
ユ
ー
ス
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
世
界
各
国
一
五
〇

〇
〇
以
上
の
作
品
か
ら
入
選
と
な
り

ま
し
た
。今
後
、世
界
中
の
入
選
者
と

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
表
彰
式
を
行
っ
た

後
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
で

す
。成
功
体
験
を
機
に
世
界
に
羽
ば
た

く
き
っ
か
け
と
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、一
昨
年
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
活
用
し
、や
む
を
得
な
い
学
級
閉

鎖
は
あ
っ
た
も
の
の
授
業
の
遅
延
は
無

く
、取
り
組
み
が
出
来
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。I
C
T
教
育
だ
け
で
な

く
、情
報
や
金
融
の
授
業
な
ど
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
取

り
組
み
や
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指
す
質
の

高
い
教
育
活
動
等
々
、容
易
な
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、常
総
学
院
が
選
ば
れ

る
学
校
に
な
る
為
に
、当
会
も
試
行
錯

誤
を
し
な
が
ら
協
力
を
し
て
参
る
所

存
で
す
。学
校
運
営
に
限
ら
ず
、不
変

な
も
の
が
限
り
な
く
少
な
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。平
家
物
語
に

も
謳
わ
れ
た
諸
行
無
常
は
、何
処
と
な

く
寂
し
げ
で
近
年
を
投
影
し
て
い
る

言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
な
が

ら
、パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ

る
今
日
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、変
化
を

恐
れ
る
事
な
く
日
々
新
し
い
常
総
学

院
に
な
り
続
け
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、世
界
が

お
互
い
を
尊
重
し
、子
供
た
ち
の
笑
顔

が
溢
れ
る
当
た
り
前
の
平
和
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
を
信
じ
、ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

常
総
学
院
高
等
学
校
同
窓
会
会
長

ご
挨
拶
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（2）第22号　令和5年3月1日　

　昨年から、同窓会ホームページが開設されて
おります。
　立ち上げから１年、まだまだコンテンツ拡張
は十分ではありませんが、同窓生の活躍の様子
や学校の様子を紹介しております。
情報発信の場としてだけでなく、会員相互での
活動支援が出来るサイトを目指し企業紹介など
にも取り組んで参ります。
　ご意見ございましたら、是非お問合わせフォー
ムよりに皆様のお声をお聞かせください。

　これまで、活動報告については総会での議事内容をもとに
会報誌でご報告をして参りました。決算報告をはじめとした、
活動報告もホームページ内でご覧いただけるようになりまし
た。また寄贈報告や部活動の活動方向もタイムリーにご覧い
ただけるよう準備を進めております。同窓生の横と縦の繋がり
の一助になれればと、将来的にはオンラインショップでの物販
や地域でご活躍されている同窓生の店舗紹介、卒業生と同窓
生を繋ぐ就活セミナーの主催なども検討しております。広告や
協賛など、今まで以上に積極的に取り組んで参ります。卒業
生の皆様、是非同窓会ホームページを都合よくご利用くださ
い。校内幹事一同、皆様からのお問合わせ・ご質問をお待ち
しております。教育実習の様子も掲載しております。

　パキラ、ドナセラをはじめ観葉植物を高校・中学校へ寄贈致しました。
空気清浄とリラックス効果は勿論、緑のある空間はそれだけで穏やかな
気持ちになります。
　整理整頓がされている空間に観葉植物があると、見た目も華やかにな
り、生徒だけでなくご来校頂いたお客様からもお褒め頂いていると伺って
おります。来年度も継続して行っていきたいと思います。

https://joso-dosokai.jp/

常 総 学 院 同 窓 会 会 報

常総学院高等学校同窓会【公式】WEBサイト開設のお知らせ

活動報告が【公式】WEBサイトでも確認可能になりました！

観葉植物を寄贈しました！

同窓会活動報告



　常総学院高校クッキング部では、常友祭に「常総バームクーヘン」を出品しました。世界一のバリスタである粕谷哲さんのコーヒー豆を使い、
「バーム工房つかもと」さんご協力のもと、あずきとコーヒーのバームクーヘンを作成しました。
　バーム工房つかもとさんの社長も当校の卒業生で製造にあたり、工場見学やブレンドの比率など全面的にご協力を頂きました。おかげ様で、
発売即完売となりました。来年はコロナが収束し一般公開出来るようになれば、数量を増やして販売したいと思います。

　令和四年十月二十八日に、千葉県我孫子市にある社会福祉法人・けやき社会センターに、同期生二名（谷川義宜・大久保実）でお伺
い致しました。経緯としては、私が半年ほど前にキノコの廃菌床が大量の産業廃棄物となっているという事実を知り、甲虫飼育や農業への
廃菌床の再利用に挑戦したいと思い、手あたり次第茨城県・千葉県のきのこ業者に連絡を取ったことから今回の訪問に至りました。けやき
社会センター様は、生活介護事業所として障がいのある方々の活動支援を行っており、実際にパン製造やきのこ栽培に取り組まれていまし
た。　担当者の方にお伺いをしたところ、廃菌床の処理には労力だけでなく、費用もかかるとのことですので、諸手を挙げてご協力頂けまし
た。実際に廃菌床三百個（約六百キロ）を運ぶ作業は、就労者の方々にお手伝い頂き、楽しく交流しながら苦労無く終えることができまし
た。頂いた廃菌床は、高校ラグビー部部室近くで保管し、今後農作業等に有効的に再利用させて頂く予定です。今後進展があり次第会報
誌やホームページで紹介いたします。また、会員の方の中でご興味ある方がいらっしゃいましたら、ぜひ同窓会事務局までご連絡ください。

常友祭で卒業生と在校生のコラボ商品を販売しました。

『廃菌床の再利用を通して環境問題に挑戦！』
記　十六期生　谷川義宜
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目まぐるしく変化する時代においても、一人の人間として社会にしっかりと自分で立ち、進んでいける力の源となる部分
を代々継承し今日に至ります。また、その一方で、社会構造の変化を踏まえた能力の開発と21世紀型リーダーに求めら
れる資質の涵養によって、能力と個性を存分に伸ばす下地作りに力を入れています。
　私立中高一貫校としての、教育理念とその具体的実践は、様々なところで教育的成果として、さらに本校に対する高い
評価となって現れています。(株)大学通信の「私立中学校・高等学校受験年鑑(2023年度版)」では、首都圏の学習塾が
勧める中高一貫校として、過去3年分の実施結果を集計したものが掲載され、「入学時の偏差値に比べ大学合格実績が
高い」、「生徒や保護者に勧めたい」の両項目で首都圏第1位、「面倒見が良い」で同2位、さらに「オンライン授業で生徒・
保護者から高評価を得た」では同3位等、高い評価を頂いています。
　同窓会におかれては、昨年度10月にＨＰを新たに開設され、飯田同窓会長による御挨拶文には「JOSO未来Skillを掲
げ、社会に貢献するリーダーの育成に傾注する母校を応援します。」と書いていただいており、本当に有難いと考えてお
ります。在校する生徒や教職員だけでなく、同窓の皆さんや保護者の皆さんも一緒になって、常総学院の歴史を振り返
るとともに、未来を見据え建学の精神を再確認し、本校教育の素晴らしさを広く発信する機会だと捉えてます。

よう説いています。この点は、卒業生の皆さんが在学していた頃とまったく変わりありません。一方、今、日本の社会は、か
つてない程の大きな変貌を遂げつつあります。学校教育もそれと無縁ではあり得ず、本校もまた、そうした社会の変化に
対応する教育実践を、私学としての先見性とオリジナリティをもって展開しています。例えば、グローバル社会・ＡＩ社会
の到来を視野に入れた「JOSO Core Skill」や「JOSO 未来Skill」の策定などは、その好例です。また、ＩＣＴ教育環境の充
実や対話的授業、探求活動などの新たな教育活動にも力を入れています。（これらの点については、ホームページでも
紹介しておりますので、是非ご覧ください。）
こうした教育活動の結果、今年度もまた、在校生は多くの成果を残すことができました。詳しくは本誌をご覧頂きたいと
思いますが、大学合格実績にしても、部活動実績にしても、文武両道の進学校に相応しいものと自負する次第です。
　卒業生の皆様には、こうした母校の発展を誇りとし、それぞれの地域や職場における一層のご活躍を期待するもの
です。コロナ禍ではありますが、、在校生たちは常総生らしい逞しさをもって、日々の学校生活に前向きに取り組んでい
ます。そのような在校生にとって、本校で学んだ卒業生の皆様のご活躍は、何よりの誇りであり、また大きな励みとなり
ます。
これからも生徒・教職員が一体となって教育活動に取り組み、母校発展のために努めて参ります。同窓会会員の皆様に
は、さらなるご理解ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

常総学院中学校　校長  坂田　英一

常総学院高等学校　校長  壁谷　恵

校長就任のご挨拶

　世界を瞬く間に席捲した新型コロナウイルスの猛威は、一気に医療体制の崩壊、ロックダウン、
経済状況の悪化を招いた結果、コロナという共通の問題について世界中の人々が本気で対策を
考えだす機会をもたらしました。さらに、気候変動に起因する大規模災害やウクライナ侵攻に代表
される為政者の暴挙も、リアルタイムに映像で届けられ、わたくしども教育者の役割を改めて考え
させられます。
　本校は、開校以来一貫して社会に貢献できるリーダーの育成を教育目標に掲げて参りました。

同窓会会員の皆様には、日頃より母校の教育活動に対し温かいご支援とご協力を賜り、深く感
謝申し上げます。
今年度より高等学校校長に就任致しました。浅学菲才の身ではありますが、学校発展のために

懸命に努めて参る所存です。ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い申し上げます。
　さて、本校は、開校以来一貫して、「社会に貢献するリーダーの育成」をその教育目標として掲げ
て参りました。そのため在校生には、校訓である「自主・誠実・創造」を旨として、日々研鑽に努める
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　私は現在、実家の家業である居酒屋「うまい家」にて、板前の仕事をさせて頂いております。私が家業を継ぐまでには、様々
な経験、勉強、思考の転換を行ってきました。 例えば、当たり前に行う人とのコミュニケーション。私は常総学院での経験から、
自身の将来について見つめなおし、自身のコミュニケーション能力を、社会の武器『営業力』として養ってきました。私のお店は、
居酒屋というより小料理屋としての特色が強く、社長さん方の接待の場、憩いの場として、様々な業種の偉い方々がお越しく
ださいます。その為、求められる会話の質、内容の幅広さ、自身の考えが求められる場でもあります。 ただ美味しい料理を振
舞うだけでは、お客様は定着しません。料理以外に、その空間も楽しんでいただけることが何よりも重要だと考えるからです。
また、食べたい。は勿論ですが、 また話したい、会いたい、考えを共有したいと思われる方がリピーターを増やす方法の一
つ であると考えるからです。そういった何気ない話の中で、お客様の好みを把握し、今後お出しする料理の考案材料にする
など、会話から得るもの、与えるものはとてつもなく大きな武器になります。私は自身の『営業力』を武器になるまで鍛え、お
店の力として日々お客様と の対話を行い、二代目として厨房、カウンターに立たせて頂いております。
　私はこと『営業力』というものの強さを養おうと思ったのは高校一年生の終わり頃でした。 学生時には漠然とやりたいことも見
つからず、流れで実家の家業を継ぐのだと自分の中で思っていましたが、高校一年の中頃、桑田先生の勧めで常総学院の寮に
入ることになりました。当時は二年生がおらず、三年生と一年生だけの寮でした。そのため、三年生の先輩方と仲良くさせてい
ただく機会が増え、丁度先輩方の受験期もあり、互いに切磋琢磨している先輩たちの姿や、寮監の先生との会話から将来につ
いて考えている姿を見て、自分の将来について現実的に考えるようになりました。卒業して大学に行き、就職活動を行わずにそ
のまま実家を継ぐことに対して自分の考えの甘さ、そのまま世間を知らずに大人になることの恐怖心等が、自身の考えを改めな
ければならない要因となり、寮生活でできた人間関係、経験が私の人生観を変える出来事となりました。
　そんな経験をさせて頂いた中で、私は自身の今後の人生で一番必要なものについて考えついたものが『営業力』というもの
でした。この『営業力』というものは、私が今後どの職に就いたとしても必ず必要になるスキルであると思い、能力向上に努め
ることにしました。 それからは、東海大学に進学し、自身の好きな宗教史を学びながら、世界の文化や、多様性、 それらを踏ま
えた多角的に物事を考える思考力を養い、またトーク力や根本的な国語力、コ ミュニケーション能力の向上を考え、友人と一
緒にお笑いサークルに入り、漫才で数々の大 会に出場、最初の一年では準優勝や入賞ばかりでしたが、二年目には大会で優
勝し事務所からのスカウトをして頂けるぐらい友人と本気で漫才をさせて頂きました。その甲斐もあり、幅広い知識と会話全体
の流れづくりや様々な年齢層の方 と々話を合わせ会話することができるようになりました。そこで私は、自身の会話スキルがどの
程度通用するのか知りたくなり、 就職活動の面接の場で実践しようと考え、十五社程受けさせていただき、個人面接、集団面接
の場で実戦形式のシミュレーションを勝手に行い、十三社からの内定をいただくことがで き自身の強みとして、武器としての『営
業力』のというものの自信をつけました。
　その後私は、地元の不動産に就職しました。理由として、自身の実家を継ぐにあたり、様々なニーズに合った物件や土地を
紹介する不動産は、相手の様々な状況、予算、理想を理解し、 それにあった物件を紹介、また物件紹介の際の短い間に相手の
信頼を得るなど、まだまだ理由はありますが、自身の求める『営業力』を更に向上させる職業だと考えたからです。 まず、入社
前に私が行ったのは自身が務める支店の地域の住宅展示場でした。そこでは、 様々な大手企業のプロの方々が、土地柄や利点、
特色について不動産目線の立場で教えてくれます。それを踏まえ、地域を歩き、物件位置の把握、ルートの確認、各施設の行
き方を自身の頭に地図を作りながら前準備をしました。 その甲斐もあってか、入社してすぐに同期たちとは差のついた営業力と
理解力で成績を伸ばし、自身のやれる仕事の幅を広げ、一年目で賃貸長に、その後、賃貸管理として、お客様 は勿論、物件
所有者であるオーナー様方に営業をさせて頂くことのできるポジションにま で立つことができました。そんな折、二年目が終わ
ろうとしていた頃、父が店を駅前に新たに店を建てたタイミングで、不動産業を辞めさせていただき、家業を継ぐ為、現在の仕
事に就くことになりました。料理は一から改めて学びましたが、今までの経験のおかげで、どんな方が入らしても人並み以上に
話すことができ、料理人には一見必要のなさそうな『営業力』 は遺憾なく発揮されていると自負しています。
　まとめとして、今の私があるのは間違いなく、当時の寮生活であると考えます。当時の先輩方や、寮監の先生方との共同生活
は自身にとって人生のターニングポイントと言っても過言ではありません。漠然とした人生観に刺激をいただき、社会に出てから
の武器を得るこ とができました。日々勉強と思いながら、当時の寮監の先生方が自分たちと一緒に勉強していた姿を思い出し、
幾つになっても学ぶことを忘れず、様々な考えを吸収し自分の中に落とし込み、自身の糧として働かせていただいております。
今では一文無しで放り出されても生きていける自信がついています。 今回このような機会をいただき、自身の原点、努力を改め
て思い返すことができました。 今はもう寮は無くなってしまいましたが、自身の経験談が、様々な経験を得るために、様  々な人
と触れ合い、様々な環境に身を置き、自身の糧として昇華できる人間性を身に着けるき っかけになれると幸いです。最後まで
ありがとうございました。

第二十八期生　橋本　佑介学校生活で学んだ事は未来に繋がる
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進路指導室より

第22号　令和5年3月1日　常 総 学 院 同 窓 会 会 報 （10）

進路指導室長　梅澤　雅之

　各界で活躍されている卒業生の皆さまご無沙汰しております。本年度より進路指導室長となりました梅澤です。私は

昭和60年に3期生の方を初めて担任してから37期生までの37年間に3年生の担任だけでも15回と多くのクラスを受け

持たせて頂きました。微力ながら本校生徒の進路指導に尽力して参る所存でございます。

　第37期生は、東京大学2名をはじめとして国公立大学に99名が合格、医学部医学科8名、早慶上理41名、Ｇ-ＭＡＲ

ＣＨ108名、学年全体として四年制大学へ計1,040名の合格者を出すことができ、最終的な現役進学率も86.4%と昨年

度を上回る進学実績を残すことができました。第37期生の健闘を大きく評価したいと思います。詳細は、別表をご参照

下さい。　

　さて、コロナ禍で翻弄された大学入試でありますが、徐々にコロナ禍以前の体制には戻って参りました。オープンキャ

ンパスもオンラインから徐々に対面型が増加しています。しかし、コロナ禍で大きく変化したことがあります。全国的に

受験生に見られる傾向は、「３C入試」と呼ばれるものでした。３Cとは、コンパクト・コンサーヴァティブ・コンビニエンスの

ことで、コンパクト（小さくまとまる）とは長距離移動への不安から自宅近隣の大学を選ぶ傾向、コンサーヴァティブ（保

守的）とは、イベントが開催できず情報が十分に伝わらなかったり、当然過去の合格ラインが分からないなどから、入試

改革を行って試験方法を変更した大学を敬遠する傾向、コンビニエンス（利便性）とは受験機会の増加や受験料の減

免を実施した大学に受験性が集中した傾向を言います。このような受験生の傾向に対し、大学側の対策としては、地

方受験会場の設置、共通テスト利用入試拡大、全学部統一入試導入、受験検定料の免除・割引などを実施していま

す。この結果として、近年の大学側の総合型や学校推薦型入試の増加が受験生の年内に進路を決定する傾向に拍

車をかけたといってよいと思います。本校でも一部にこのような傾向がみられますが、本校生には、大学を安易に決定

せず、将来を見据えたしっかりとした進路選択を指導していく所存です。

進路指導この一年

進路指導課 キャリアデザイン課

 四年制大学過去５年間（2017～202１)合格実績                                         2021年7月1日現在           
                                                     
 入試年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 計  入試年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 計  入試年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 計  入試年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 計  入試年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 計  入試年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 計      
 国立大学        公立大学        医学部医学科        私立大学        昭和 3 3 3 4 3 16  ナ            
 北見工業 4 2 4 6 7 23  釧路公立 4 6 4 6 11 31  【国公立大学】        学習院 18 10 10 13 9 60  昭和女子 9 7 2 3 1 22  二松學舍 3 8 2 5 3 21      
 北海道  1 1 2  4  千歳科学技術    1  1  筑波 1 1 4 1  7  明治 18 11 24 17 20 90  昭和薬科 1 1 1 1  4  日本 32 38 40 40 34 184      
 北海道教育   2   2  公立はこだて未来 2     2  山形   1 1  2  青山学院 5 4 8 8 5 30  女子栄養 1 1 2 1 2 7  日本医科     1 1      
 室蘭工業 1  6  5 12  青森公立  3 2   5  山梨  1    1  立教 15 3 13 6 6 43  女子美術  1 2 1 4 8  日本医療科学   1 0 1 2      
 弘前    1  1  秋田県立 1 1    2  宮崎  1    1  中央 53 14 38 49 12 166  白百合女子 1     1  日本歯科 1  1 0  2      
 岩手  1    1  岩手県立   1   1  福島県立医科 1   1  2  法政 29 17 26 28 15 115  駿河台  3  1  4  日本社会事業   4 0  4      
 東北 1  2 2  5  宮城     1 1  防衛医科大学校   1   1  早稲田 8 5 9 5 5 32  成蹊 2 1 5 2 3 13  日本獣医生命科学 1  2 1 2 6      
 秋田 3  1 2 2 8  国際教養 1  1 2  4  【私立大学】        慶應義塾 2 4 10 3 2 21  成城 2 1 4 4 2 13  日本女子 6 7 3 7 3 26      
 山形  2 1 2 2 7  山形県立保健医療   1   1  国際医療福祉    1  1  上智 1 2 9 5 6 23  聖心女子 1 7 1 3 3 15  日本赤十字看護   1 0 1 2      
 福島 1     1  会津  1  1  2  獨協医科 1 1 1   3  東京理科 17 20 27 17 26 107  清泉女子 3 3  1  7  日本保健医療 1 1  0  2      
 茨城 31 31 36 21 21 140  福島県立医科 2   2 1 5  埼玉医科 1   1 2 4  国際基督教    1  1  聖路加国際 1 1 1   3  ハ            
 筑波 13 4 14 12 6 49  茨城県立医療 3 2 2 2 2 11  杏林   1 1  2  ア        専修 15 11 14 5 12 57  フェリス女学院 2 2 1 2  7      
 宇都宮 1   1 1 3  群馬県立県民健康科学  1  2 1 4  北里    2 2 4  麻布 3 1 2 0 1 7  創価 1  1 3 1 6  文教 8 7 6 4 14 39      
 群馬 2  1 3 1 7  群馬県立女子 2  2  1 5  慶應義塾   1   1  亜細亜 3 2 6 2 3 16  タ        星薬科 1 1 1 2  5      
 埼玉 3 2 2 2 1 10  高崎経済 1 2 2 1 1 7  順天堂   1   1  跡見学園女子 3 4 6 0 3 16  大正 11 9 8 6 3 37  マ            
 千葉   2 1 2 5  前橋工科  2  2 2 6  昭和   1 1  2  岩手医科  1 1 0 2 4  大東文化 10 14 7 6 6 43  武蔵 4 2 5 2 2 15      
 電気通信   2 1 1 4  埼玉県立  2   2 4  帝京     1 1  桜美林 2 2 6 3 2 15  高千穂 2  2 1  5  武蔵野 7 19 13 15 7 61      
 東京 1  1   2  千葉県立保健医療     1 1  東京医科  1 2   3  大阪医科   1 0  1  拓殖 18 12 10 8 9 57  武蔵野音楽  1 1 1  3      
 東京医科歯科 1 1    2  東京都立 1 1 1 1 1 5  東京女子医科   1   1  大妻女子 6 15 6 7 7 41  玉川 12 16 14 7 7 56  武蔵野美術   3 0 3 6      
 東京外国語 2  1   3  新潟県立    1  1  東邦  1    1  カ        多摩美術 1 3 4 0  8  明海 11 7 5 11 12 46      
 東京学芸 1  1  1 3  石川県立    1  1  東北医科薬科  1  1  2  学習院女子 1 1 2 1  5  千葉工業 27 31 32 39 27 156  明治学院 11 5 8 4 4 32      
 東京工業   1  2 3  福井県立    1  1  日本     1 1  神奈川 2 2 5 3 5 17  津田塾 2 2 1 2  7  明治薬科 2 1  3 2 8      
 東京農工   1   1  横浜市立  1    1  日本医科     1 1  金沢工業 1 2   3 6  東海 10 13 22 12 14 71  目白 7 7 2 8 7 31      
 横浜国立  1 1   2  都留文科   1 1  2  大阪医科   1   1  関西    2  2  東京医科  2 2  1 5  ラ            
 新潟    2  2  公立諏訪東京理科     1 1  久留米     1 1  関西学院   2   2  東京医療保健 5 1 2 4 1 13  立正 8 15 14 13 10 60      
 富山 1  1   2  長野     1 1          神田外語  3 2 2 1 8  東京家政 5 6 3 9 1 24  立命館 3  4 2  9      
 山梨  1    1  長野県立  1 3 1 1 6  (医学部医学科計)        関東学院 2  4  5 11  東京家政学院 1  2 2  5  龍谷  2 1 0  3      
 信州  1   1 2  岐阜薬科 1     1  【国公立】 2 3 6 3  14  北里 3 2 5 8 4 22  東京経済 3 4 4 5 2 18  麗澤 12 14 26 7 6 65      
 静岡  1 2 1  4  静岡県立   1   1  【私立】 2 4 9 7 8 30  共立女子 1 12 6 7 8 34  東京工科 12 6 4 9 6 37  ワ            
 大阪  1 1   2  京都府立    1  1  合計 4 7 15 10 8 44  杏林 5 6 5 4 8 28  東京歯科 1     1  和洋女子 2 1 6 2 1 12      
 京都    1  1  兵庫県立    1  1          近畿   1 8 3 12  東京女子 6 6 2 4 2 20              
 神戸 1     1  山陽小野田市立山口東京理科     2 2          工学院 1 1 4 3 3 12  東京女子医科 2 1 2 1 1 7  私立大学合計 842 887 987 890 896 4502      
 鳥取  1    1  尾道市立 1     1          國學院 5 9 10 7 5 36  東京造形     1 1              
 島根     1 1  高知工科   1 1  2          国際医療福祉 12 10 11 13 11 57  東京電機 11 8 21 16 10 66              
 岡山     1 1  長崎県立 1     1          国士舘 17 7 13 10 12 59  東京都市 2 1 7 11 2 23  （四年制大学合計）            
 広島 1     1  名桜 1  2  1 4          駒澤 12 13 13 14 9 61  東京農業 9 12 6 20 13 60  国公立 91 76 111 90 86 454      
 愛媛   1 1  2                  駒沢女子 1 2  1  4  東京薬科 3 1 1 3 1 9  大学校 14 19 24 22 32 111      
 高知   1   1  文科省管轄外大学校                サ        同志社 3 1 1 4 2 11  私立 842 887 987 890 896 4502      
 長崎  1    1  防衛医科大学校  2 3 1  6          埼玉医科 1 2  1 4 8  東邦 11 13 9 15 8 56  合計 947 982 1122 1002 1014 5067      
 九州 1     1  職業能力開発総合大学校 1 6 2 1 9 19          産業能率 5 7 9 1 3 25  東北福祉  3 1   4              
 宮崎  1    1  防衛大学校 12 10 19 18 19 78          自治医科    1  1  東洋 25 27 27 32 13 124              
 鹿児島    1  1  国立看護大学校 1 1    2          実践女子 2 1 2 5 2 12  獨協 12 9 14 9 9 53  ※合格した大学のうち一部の掲載です。            
 琉球 1 1 1  1 4  水産大学校    2 4 6          芝浦工業 12 7 7 6 4 36  獨協医科 3 1 1   5              
                         順天堂 3 3 8 5 8 27                      
         国公立 91 76 111 90 86 454          城西 2 5 5 4 4 20                      
         大学校 14 19 24 22 32 111                                      
         国公立合計（含大学校） 105 95 135 112 118 565                                      
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     

　昨年度に引き続き、進路指導課長を務めさせていただ

いています青栁です。今年一年を振り返ると、進路指導

部内で大きな変化が３つありました。

　一つ目は、進路指導部長が菅谷先生から梅澤先生に

代わりました。どちらも進路指導の全てを知り尽くした大

ベテランの先生ですが、今後、新しい部長のもとで、新し

いことを取り入れつつ、よりよい進路指導を行っていきた

いと思います。

　二つ目は、大学入試に必要な調査書発行の申請がネ

ット上で行うことができるようになりました。今までは来校

して手続きをしていたものが、どこからでも申請できるよう

になりました。社会のICT化という面と、感染症対策の面

とで時流に合った変化だと思います。

　三つ目は、進路指導室内がリニューアルしました。書

棚、机、椅子、床などが全て変わり、室内全体が明るい

雰囲気になりました。そのおかげで、生徒の進路指導室

利用が例年よりも増えています。

　是非、お近くまでお越しの際は、新しい進路指導室を

見に来ていただければと思います。お待ちしています。

進路指導課長　青栁隆雄(11期卒)

　キャリアデザイン課では、大学進学を目標とし以下の活

動理念を掲げています。

 高校3年間の部活動や課外活動も含めた広義での学力

形成過程を、定期的に振り返り蓄積させる。

 大学などから講師を招いて大学での学びの情報を提供

し（高大接続）、総合的な学力を身につけさせその学力

を内外に発信する。

　今年度も新型コロナウイルス流行の影響を受けました

が、以下のような活動を行ってきました。

・学期毎に生徒へアンケートを行い、キャリアパスポートを

作成させる。

・東京大学の授業へオンラインで参加

・医師や大学教授を招いての進路講演会

・茨城大学主催の学生国際会議への参加

　今後も、こうした活動を通じて自分で将来を設計（デザ

イン）出来る生徒を育てていきたいと考えています。

キャリアデザイン課長　大川正博
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和洋女子

大正

大東文化

高千穂 

拓殖

玉川

多摩美術

千葉工業

津田塾

東海

東京医科    

東京医療保健

東京家政

東京家政学院

東京経済

東京工科   

東京女子

東京女子医科

東京造形

東京電機

東京都市

東京農業

東京薬科

同志社

東邦

東北福祉

東洋

獨協

獨協医科

埼玉医科

産業能率

自治医科

実践女子

芝浦工業

順天堂

城西

昭和    

昭和女子 

昭和薬科

女子栄養

女子美術

駿河台

成蹊

成城

聖心女子

清泉女子

聖路加国際

専修

創価

4601941890987887【私立大学合格】
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123

4601

5160

86

32

896

1014

73

26

941

1040

90

22

890

1002

111

24

987

1122

76

19

887

982

（四年制大学合計）

国公立

大学校

私立

合計

大学名

サ

ラ

タ

ナ

ハ

マ

二松學舎

日本

日本医科

日本医療科学

日本歯科

日本社会事業

日本獣医生命科学

日本女子

日本赤十字看護

日本保健医療

14
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5

7

39

26
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31
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7

3

14

2

1

4

5

0

7

武蔵

武蔵野

武蔵野音楽

武蔵野美術

明海

明治学院

明治薬科

目白

フェリス女学院

58

11

3

63

13

2

0

7

10

0

0

6

14

4

1

26

15

0

2

14
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5

0

10

立正

立命館

龍谷

麗澤

大学名
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65

4

7

13

10

14

1

10

11

13
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0

9

10

7

13

2

7

19

14

16

1

5

11

12

9

0

國學院

国際医療福祉

国士舘

駒澤

駒澤女子        

ワ

※掲載されておりますのは合格した大学の一部です。

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2018
年度

2019
年度
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年度

2021
年度

2022
年度
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■医学部医学科

■私立大学
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学習院

明治

青山学院

立教

中央

法政

早稲田

慶應義塾

上智

東京理科

国際基督教 

筑波

山形

山梨  

宮崎

福島県立医科

防衛医科大学校  

【私立大学】
金沢医科

国際医療福祉

獨協医科

埼玉医科

杏林

北里

慶應義塾

順天堂

昭和

聖マリアンナ医科

帝京

東京医科

東京女子医科

東邦

東北医科薬科

日本

日本医科

大阪医科

久留米
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（医学部医学科合計）

【国公立】

【私立】

合計

436

123

559

73

26

99

76

19

95

86

32

118

90

22

112

111

24

135

【国公立】

【大学校】

国公立合計(含大学校)

ア

カ
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■文科省管轄外大学校

防衛医科大学校

職業能力開発総合大学校

防衛大学校

国立看護大学校

水産大学校

麻布

亜細亜

跡見学園女子

岩手医科 

桜美林

大阪医科

大妻女子

学習院女子

神奈川

金沢工業

関西

関西学院

神田外語  

関東学院

北里

共立女子

杏林

近畿

工学院

計 計 計 計大学名

北見工業

北海道

北海道教育

室蘭工業

弘前
岩手

東北  

秋田

山形

茨城

筑波

宇都宮

群馬

埼玉

千葉

お茶の水女子

電気通信

東京

東京医科歯科

東京外国語

東京海洋

東京学芸

東京工業

東京農工

横浜国立

新潟

富山

山梨  

信州

静岡

大阪

京都
鳥取

島根

岡山
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高知
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鹿児島
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千歳科学技術
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秋田県立

岩手県立

宮城
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会津
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群馬県立県民健康科学

群馬県立女子
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0

0
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0

0

0
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を
再
現
す
る
「TGG w

orld

」
を
担
当
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
僕
は
午
前
に
ニ
ュ
ー
ス
、
午
後
は
受
付
を
担

当
し
ま
し
た
。

　
午
前
に
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
と
は
、TGG

で
体
験
し

た
ニ
ュ
ー
ス
を
、
教
室
のBigPad
に
映
し
て
再
現
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
の
原
稿
は
す
べ
て
英

語
で
、
覚
え
る
の
に
時
間
が
か
か
り
難
し
か
っ
た
で

す
が
、
何
度
も
練
習
す
る
う
ち
に
、
ほ
ぼ
原
稿
を

見
な
い
よ
う
に
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
発
表
を
見

て
く
れ
た
保
護
者
の
方
や
先
輩
方
が
拍
手
を
し
て
く

れ
て
、
よ
り
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
午
後
に
行
っ
た
受
付
と
は
、
来
て
く
れ
た
保
護
者

の
方
や
、
先
輩
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
る
こ
と
で
あ
っ

た
り
、
入
っ
て
く
れ
た
人
の
人
数
を
数
え
た
り
、

「W
elcom

e to TGG w
orld

」
と
言
い
な
が
ら
廊
下

を
歩
い
て
多
く
の
人
に
教
室
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、

か
つ
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
る
こ
と
や
、
入
っ
て
く
れ
た
人
の
人

数
を
数
え
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、「W

elcom
e to 

TGG w
orld

」
と
何
度
も
言
う
の
は
か
な
り
喉
が
や

　
　
　

1
年
4
組
　
堀
越
　
陽
向

か
し
、
一
回
目
の
入
試
説
明
会
は
、
初
め
て
で
あ
っ

た
た
め
、
練
習
の
と
き
は
す
ご
く
緊
張
し
て
い
ま
し

た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
前
日
ま
で
、
ブ
ラ
ッ
ド
先

生
と
英
語
で
話
す
場
面
で
全
く
喋
れ
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
練
習
の
序
盤
は
、
質
問
を
投
げ
ら
れ
て
も
全

く
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
と
か

徐
々
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
番
で
緊
張
の
中
話
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

心
配
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に

僕
は
、「
こ
ん
な
時
こ
そ
、
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
発
揮
す
る
べ
き
と
き
だ
。」
と
感
じ
ま
し

た
。
正
直
、
英
語
の
発
音
は
し
ょ
う
が
な
い
と
思
い
、

内
容
を
伝
え
ら
れ
て
、
更
に
、
聞
い
て
く
れ
て
い
る

人
に
わ
か
り
や
す
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
話

そ
う
と
決
め
ま
し
た
。
本
番
当
日
、
自
分
で
英
語
の

発
表
が
成
功
し
た
と
き
は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
後
も
、
親
御
さ
ん
か
ら
ご
質
問
を
受
け
た
と

き
は
、
自
分
に
頼
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
だ
と
、

す
ご
く
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

僕
は
思
い
ま
し
た
。
今
の
英
語
力
で
は
、
ま
た
こ
う

い
う
機
会
が
あ
る
と
き
に
困
っ
て
し
ま
う
と
。
だ
か

ら
僕
は
、い
ざ
と
な
っ
た
と
き
に
話
せ
る
よ
う
に
日
々

英
語
を
勉
強
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
二
回
目
の
、

柏
の
葉
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
入

試
説
明
会
は
、
勉
強
の
成
果
が
少
し
出
た
の
か
、
ス

ム
ー
ズ
に
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

説
明
会
が
好
評
だ
っ
た
と
聞
き
、
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
、
楽
し
い
経
験
と
な
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
嬉
し
い
結
果
で
も
、
調
子
に
乗
る
こ
と
な
く

日
々
の
努
力
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。
　

ら
れ
、
疲
れ
る
た
め
、
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
働
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
人
に
教

室
に
入
っ
て
も
ら
い
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
思
う

と
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
、
僕
自
身
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　
僕
は
常
友
祭
で
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
や
受
付
を

担
当
し
た
こ
と
か
ら
、「
人
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
の
楽

し
さ
」
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
来
年
の
常
友

祭
、
あ
る
い
は
別
の
行
事
に
活
か
し
て
良
い
も
の
を
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

﹃
入
試
説
明
会
の
経
験
﹄

﹃
入
試
説
明
会
の
経
験
﹄

﹃
常
友
祭
で
学
ん
だ
こ
と
﹄

﹃
常
友
祭
で
学
ん
だ
こ
と
﹄

　
僕
は
今
年
二
回
、

入
試
説
明
会
で
大
事

な
役
割
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
僕
は
小
さ

い
頃
か
ら
、
人
の
前

で
話
す
こ
と
が
好
き

で
、
人
と
の
会
話
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
と
て

も
好
き
で
し
た
。
し

　
私
は
、
常
友
祭
の
サ
ー

ク
ル
発
表
で
、
ブ
ラ
ー
ム

ス
の
「
二
つ
の
ラ
プ
ソ
デ
ィ

か
ら
二
番
」
と
い
う
曲
を

ピ
ア
ノ
で
弾
き
ま
し
た
。

常
総
学
院
中
学
校
に
入
っ

て
か
ら
初
め
て
の
み
ん
な

の
前
で
の
発
表
で
、
と
て

も
緊
張
し
て
手
が
氷
の
よ

　
僕
は
常
友
祭
を
通

し
て
沢
山
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
僕
が
一
番
学
ん
だ

と
思
う
こ
と
は
「
人

を
迎
え
入
れ
る
こ
と
の

楽
し
さ
」
で
す
。
僕

は
初
め
て
の
常
友
祭

で

T
G
G

（T
O
K
Y
O
 

G
R
O
B
G
A
T
EW
A
Y

）

う
に
冷
え
ま
し
た
。
本
番
前
は
、
後
輩
と
一
緒
に
ホ
ッ

カ
イ
ロ
の
温
も
り
に
す
が
り
つ
い
て
い
ま
し
た
。
い
よ

い
よ
本
番
。「
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
合
唱
ア
ン

ド
器
楽
サ
ー
ク
ル
で
す
！
」

　
サ
ー
ク
ル
長
さ
ん
が
前
に
出
て
、
サ
ー
ク
ル
説
明

を
開
始
し
ま
し
た
。
つ
い
に
こ
の
時
が
や
っ
て
き
た
。

そ
う
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

「
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
作
曲
、
ソ
ナ
タ
L
4
6
0
・
K
4
3
0

番
で
す
」

最
初
に
演
奏
し
た
の
は
、一
年
生
の
後
輩
で
す
。
サ
ー

ク
ル
で
は
、
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら

頑
張
っ
て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
頑
張
れ
。
そ
う
祈

り
な
が
ら
、
後
輩
の
演
奏
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
の
音

色
は
と
て
も
綺
麗
で
、
た
く
さ
ん
練
習
し
た
ん
だ
な
、

と
よ
く
わ
か
る
演
奏
で
し
た
。
曲
を
弾
き
終
え
て
私

達
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
き
た
後
輩
は
と
て
も
緊
張
し

た
様
子
で
、
な
ん
と
か
や
り
き
っ
た
、
と
い
う
雰
囲

気
を
出
し
て
い
ま
し
た
。「
と
て
も
上
手
だ
っ
た
よ
」

と
私
達
が
言
う
と
、「
は
い
…
」
と
気
の
抜
け
た
可

愛
ら
し
い
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。次
は
、私
の
番
。

さ
っ
き
よ
り
も
心
臓
の
音
が
大
き
く
な
っ
て
、
手
も

冷
え
た
ま
ま
。
間
違
え
て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。

間
違
え
て
も
、
う
ま
く
や
り
過
ご
せ
る
だ
ろ
う
か
。

頭
か
ら
音
が
抜
け
て
止
ま
っ
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

不
安
が
一
気
に
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
先

生
が
、「
大
丈
夫
。
間
違
え
て
も
そ
の
ま
ま
な
ん
と

か
誤
魔
化
せ
ば
誰
も
こ
の
曲
知
ら
な
い
ん
だ
か
ら
平

気
。
頑
張
っ
て
」
と
言
っ
て
背
中
を
支
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
私
は
静
か
に
頷
い
て
、
不
安
と

や
る
気
を
心
に
秘
め
な
が
ら
出
番
を
待
ち
ま
す
。

「
次
は
、
二
年
二
組
仁
木
彩
乃
さ
ん
に
よ
る
、
ブ
ラ
ー

ム
ス
作
曲
、
二
つ
の
ラ
プ
ソ
デ
ィ
よ
り
二
番
で
す
」

　
サ
ー
ク
ル
長
さ
ん
の
言
葉
が
終
わ
っ
て
、
先
生
に

背
中
を
押
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
歩
き
出
し
て
、
ピ
ア

ノ
の
前
に
立
ち
、
目
の
前
に
い
る
お
客
さ
ん
に
お
辞

儀
を
し
ま
し
た
。
椅
子
に
腰
掛
け
て
、
手
を
鍵
盤
の

上
に
置
き
、
頭
の
中
で
拍
を
数
え
、
息
を
吸
っ
て
…

演
奏
を
開
始
し
ま
し
た
。
約
五
分
と
い
う
長
い
時
間

の
中
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
間
違
え
た
け
れ
ど
、
な
ん
と

か
最
後
ま
で
弾
き
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
余
韻

を
聞
い
た
あ
と
に
立
ち
上
が
っ
て
お
辞
儀
を
し
た

ら
、
拍
手
が
返
っ
て
き
て
、
ほ
っ
と
し
な
が
ら
み
ん

な
の
元
へ
戻
り
ま
し
た
。「
お
疲
れ
様
」
と
み
ん
な

は
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
最
後
の
合
奏

が
残
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
達
が
キ
ー
ボ
ー
ド
、
同
級

生
と
片
方
の
先
生
が
タ
ン
バ
リ
ン
、
も
う
片
方
の
先

生
が
ピ
ア
ノ
、
そ
し
て
私
と
後
輩
が
主
役
の
打
楽
器
。

こ
の
配
役
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
「
ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
と
い
う
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
と
て

も
大
盛
り
あ
が
り
で
、
最
後
に
は
た
く
さ
ん
の
生
徒

や
先
生
が
私
達
の
後
ろ
で
踊
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

う
し
て
、
最
後
に
た
く
さ
ん
笑
っ
て
発
表
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
は
先
輩
方
が
高
校
へ
行
き
、
私
は
サ
ー
ク
ル

長
に
な
る
予
定
で
す
。
来
年
の
新
入
生
歓
迎
会
や
常

友
祭
で
も
素
敵
な
演
奏
を
披
露
し
て
、
全
力
を
込

め
た
私
の
ピ
ア
ノ
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
　

2
年
2
組
　
仁
木
　
彩
乃

﹃
初
め
て
の
演
奏
﹄

﹃
初
め
て
の
演
奏
﹄

1
年
4
組
　
橋
本
　
実
篤



　
私
は
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
を
経
て
、
経
験
す

る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
が

つ
き
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
と
は
、
英
語

の
み
で
自
分
の
伝
え
た
い

こ
と
を
表
現
す
る
大
会
の

こ
と
で
す
。
校
内
で
一
名

の
み
が
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
で
き
る
た
め
、
参
加
す

る
か
悩
み
ま
し
た
。
私
よ

　「
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み

る
」
と
い
う
の
は
想
像
以

上
に
重
要
な
こ
と
で
、
結

局
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
、
と

い
う
場
面
が
、
こ
の
世
の

中
に
は
多
々
存
在
す
る
よ

う
に
、
私
は
感
じ
て
い
ま

す
。

　
思
え
ば
今
回
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

も
、
そ
の
瞬
間
の
一
つ
で

り
も
英
語
が
得
意
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
よ
う
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
周
り
の
友
人
に
勧
め
ら
れ
て
、
参
加

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
練
習
中
は
暗
記
と
発

音
を
ひ
た
す
ら
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
時

間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
覚
え
ら
れ
て
い
な
い
部
分

が
あ
り
、
三
時
間
以
上
行
う
こ
と
も
あ
り
、
何
度

も
途
中
で
投
げ
だ
し
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

緊
張
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
、
本
番
が
近
づ
く
に
つ
い

て
心
臓
の
音
が
大
き
く
響
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
番
の
前
日
、
多
く
の
先
生
方
が
応
援

を
し
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
励
ま
し
て
く
れ
た
た
め
、

緊
張
も
和
ら
ぎ
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
番
で
は
、
ス
ピ
ー
チ
場
所
に
他
校
の
生
徒
さ

ん
た
ち
が
揃
っ
て
お
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し

た
が
、
練
習
を
思
い
出
し
て
挑
み
ま
し
た
。
結
果
は

な
ん
と
準
優
勝
で
し
た
。
練
習
は
と
て
も
つ
ら
か
っ

た
け
ど
、
結
果
を
残
す
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
私
は
今
回
の
体
験
か
ら
、
経
験
す
る
こ
と
の
大
切

さ
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
失
敗
し
て
し
ま
う
こ
と
ば

か
り
を
考
え
な
い
で
、
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
活
か
し
て
ま
た
様
々
な
コ
ン

テ
ス
ト
に
も
積
極
的
に
出
場
し
て
い
き
た
い
で
す
。

2
年
3
組
　
松
本
　
怜
奈

﹃
ス
ピ
�
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
経
て
﹄

﹃
ス
ピ
�
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
経
て
﹄

　
酸
い
も
甘
い
も
す
べ
て
を
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に

変
え
た
発
表
を
、
と
り
あ
え
ず
全
力
で
や
っ
て
み
て
、

そ
し
て
本
番
で
は
予
想
が
つ
か
な
い
シ
ー
ン
も
、
た

だ
と
り
あ
え
ず
、
そ
の
場
の
ノ
リ
で
面
白
お
か
し
く

や
っ
て
み
た
結
果
、
大
健
闘
と
も
言
え
る
県
大
会
進

出
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
私
た
ち
は
、
人
前
で

話
す
こ
と
を
苦
痛
に
感
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
。
言
葉
に
す
る
と
若
干

頼
り
な
い
で
す
が
、
そ
の
言
葉
の
通
り
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
新
し
い
自
分
、
新
し
い
世
界
が
、
君
と
仲

間
達
を
待
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

し
た
。
そ
も
そ
も
人
前
で
、
し
か
も
慣
れ
な
い
英
語

で
の
発
表
と
い
う
の
は
、
十
五
年
間
日
本
語
を
主
と

し
て
生
き
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
か
な
り
の
難
題
で

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
代
表
に
選
ば
れ
た
際
は
、

不
安
だ
け
が
募
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
、
他
で

も
な
い
先
生
方
と
、
友
人
達
で
し
た
。
常
に
心
配
性

な
自
分
と
違
い
、
友
人
達
は
誰
し
も
が
思
い
切
り
に

長
け
て
い
た
し
、
そ
も
そ
も
校
内
選
出
に
出
る
き
っ

か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
の
も
彼
ら
で
し
た
。

　
練
習
の
際
は
、
担
当
の
C
E
の
先
生
、
そ
し
て
担

任
の
先
生
を
始
め
と
し
た
様
々
な
先
生
方
が
絶
え
間

な
く
応
援
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
発
表
の
内
容
の

み
な
ら
ず
、
表
現
や
身
振
り
、
手
振
り
等
、
全
体
が

よ
り
良
く
な
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
、
何
よ
り
安

心
感
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
迎
え
た
本
番
。
い
つ
の
間
に
か
恐
怖
と
不
安
な
ん

て
も
の
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
興
奮
と
楽
し
さ
に
終

始
包
ま
れ
た
ま
ま
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
普
段
で
あ
れ
ば
横
着
し
て
し
ま
い
、
全
部
が

台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
ミ
ス
も
、
そ
の
場

の
ノ
リ
と
勢
い
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
自
分
っ
て
、
こ
ん
な
に
変
わ
れ
る
ん
だ
」

　
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
自
分
は
何
段
も
の
成
長
階
段
を
た
だ
ひ

た
す
ら
に
駆
け
上
が
っ
て
い
っ
た
気
が
し
ま
す
。

﹃
と
り
あ
え
ず
か
ら
�始
め
よ
う
﹄

﹃
と
り
あ
え
ず
か
ら
�始
め
よ
う
﹄

3
年
1
組
　
太
田
　
拓
杜

ま
り
得
意
な
方
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
陶
芸
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
い
制
作
に
取
り
掛
か
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
陶
芸
の
作
品
を
今
ま
で
一
度
も
作
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
作
品
の
テ
ー
マ
を
決
め
る

時
に
と
て
も
悩
み
ま
し
た
。
何
を
作
る
の
か
を
決
め

る
た
め
に
校
舎
を
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
非
常
口
の

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
目
に
留
ま
り
、「
非
常
口
の
陶
芸

な
ん
て
見
た
こ
と
が
無
い
し
、
こ
れ
を
作
っ
た
ら
面

白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
び
、

非
常
口
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
作
ろ
う
と
決
め

ま
し
た
。

　
最
初
は
、「
粘
土
で
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
形
を
作
る

の
な
ん
て
す
ぐ
に
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
作
ろ
う
と
し
て
み
る
と
な
か
な
か

思
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
粘
土
が
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
り
、
固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
、
土
台
を

作
る
だ
け
で
何
ヶ
月
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
に
土
台
を
掘
り
、
形
に
し
て
、
焼
い
て
、

色
を
塗
っ
て
み
る
と
、「
あ
の
粘
土
が
こ
ん
な
綺
麗
な

色
に
な
る
ん
だ
」
と
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
他
の

パ
ー
ツ
を
つ
け
て
完
成
し
た
と
き
に
は
、
自
分
が
作
っ

た
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
の
良
い
作
品
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。「
陶
芸
を
や
っ
て
み
て
良
か
っ
た
」
と
感

じ
る
と
同
時
に
、
達
成
感
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
貰
え
る
か
自
信
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、「
笠
間
日
動
美
術
館
館
長
賞
」
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
新
し
く
陶
芸
と
い
う
も
の
に
挑
戦
し
、
と
て

も
い
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
み
な
さ

ん
も
こ
れ
か
ら
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
と
き

は
、「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
に
全
力
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
僕
が
こ
の
作
品
を
作
り
始
め
た
の
は
中
学
二
年
生

の
と
き
で
し
た
。

　
そ
の
頃
は
ま
だ
美
術
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
ば
か
り

で
、
何
を
し
た
ら
い
い
か
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
、
半
年
く
ら
い
は
ず
っ
と
友
達
が
作
っ
て
い
た
作

品
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
絵
画
か
陶
芸
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
コ

ン
ク
ー
ル
に
応
募
す
る
機
会
が
あ
り
、
僕
は
絵
が
あ

3
年
2
組
　
岸
口
　
倫
士

﹃
非
常
口
の
逃
走
﹄

﹃
非
常
口
の
逃
走
﹄
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私
た
ち
が
安
心
し
て
毎
日
生
活
す
る
た
め

に
、
医
療
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進

行
し
、
地
域
医
療
は
特
に
重
要
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
地
域
医
療
と
は
、
地
域
住
民
の
健
康

状
態
の
向
上
と
回
復
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

地
域
住
民
と
医
療
従
事
者
と
の
関
係
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、中
心
と
な
っ

て
活
動
す
る
医
師
は
、
私
に
と
っ
て
憧
れ
の
存

在
で
す
。

　
こ
の
作
文
は
、地
域
医
療
と
い
う
観
点
か
ら
、

自
分
の
身
近
な
経
験
や
普
段
の
生
活
を
通
し
て

改
め
て
感
じ
た
思
い
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の

作
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
医
療
に
つ
い
て
学
び
、

自
分
の
生
活
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
こ
と
で
、
私

も
医
療
従
事
者
と
し
て
地
域
医
療
を
支
え
る
一

人
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
よ
り
強
く
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
困
っ
て
い
る
人
の
心
に
寄
り
添
え
る

医
療
従
事
者
に
な
り
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
勉
学
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

1
年
10
組
　
矢
内
　
大
智

1
年
14
組
　
佐
久
間
　
明
日
里

　
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
読
書
が
好
き
で
し
た

が
、
表
現
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
得
意
で
な
く
、

作
文
を
書
く
こ
と
は
特
に
苦
手
で
す
。
今
回
の

受
賞
は
、
今
ま
で
受
賞
し
た
他
の
ど
の
賞
よ
り
、

と
て
も
意
味
の
あ
る
大
切
な
賞
と
な
り
ま
し

た
。
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
読
書
は
も
と
よ
り
、

高
校
受
験
を
終
え
て
、
意
識
的
に
読
ん
で
い
た

新
聞
も
そ
の
機
会
も
ま
た
減
り
ま
し
た
。
近

年
、
私
達
が
日
々
得
る
情
報
は
、
文
字
か
ら

映
像
へ
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回

こ
の
作
文
を
書
く
た
め
に
新
聞
を
読
ん
で
い
く

中
で
、
文
字
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
校
生
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
未
来
の

自
分
を
み
つ
め
る
た
め
に
よ
り
自
分
と
向
き
合

う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
高
校
一
年
生
の

う
ち
か
ら
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
た
く

さ
ん
あ
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
勉
強
は
も
ち
ろ

ん
難
し
く
な
っ
て
勉
強
時
間
も
前
よ
り
増
え
ま

す
。
そ
の
分
学
校
行
事
に
限
ら
ず
、
日
常
の
友

達
と
の
他
愛
の
な
い
会
話
ま
で
も
が
よ
り
大
切

に
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
高
校
生
活
も
も
う
少
し
で
残
り
三
分
の

二
と
な
り
ま
す
。
大
好
き
な
仲
間
た
ち
と
常

総
学
院
で
過
ご
せ
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

1
年
14
組
　
中
根
　
彩
葉

　
私
は
、
作
文
を
書
く
際
に
気
を
つ
け
て
い
る

こ
と
が
二
点
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
テ
ー
マ
を
し
っ
か
り
と
定
め
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
作
文
で
は
決
め
ら
れ
て
い
る

テ
ー
マ
の
中
で
自
分
が
一
番
何
を
相
手
に
伝
え

た
い
の
か
、
何
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
の
か
が

鍵
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
相
手
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
予
め
話
の
内
容
を
整
理
し
、
自

分
の
感
情
を
ス
ト
レ
ー
ト
か
つ
簡
潔
に
表
現
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
序
論
・
本
論
・
結
論
で
ま
と
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
つ
に
構
成
を
分
け
て

考
え
る
こ
と
で
よ
り
書
き
や
す
く
相
手
に
と
っ

て
も
読
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
序
論
で
は
、

作
文
で
述
べ
た
い
こ
と
を
大
ま
か
に
書
き
ま
す
。

こ
こ
で
、
相
手
の
心
を
掴
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
に
本
論
で
は
、
序
論
で
述
べ
た
内
容
に
つ
い

て
詳
し
く
書
い
て
い
き
ま
す
。
私
は
こ
こ
で
、

具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
自
分
の

考
え
を
書
き
ま
し
た
。
最
後
に
結
論
で
は
、
出

さ
れ
た
テ
ー
マ
に
対
す
る
自
分
な
り
の
答
え
を

述
べ
ま
す
。
序
論
と
結
論
を
読
め
ば
内
容
が
伝

わ
る
よ
う
な
文
章
に
ま
と
め
た
ほ
う
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
の
ク
ラ
ス
に
は
色
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
入

賞
し
て
い
る
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
な
ぜ
だ
ろ

う
と
考
え
た
と
き
に
私
は
他
の
ク
ラ
ス
と
は
大

き
く
違
っ
た
こ
と
が
一
つ
頭
に
思
い
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分
の
意
見
を
明

確
に
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ク
ラ
ス
の
話
し
合
い
や
普
段
の
会
話
な
ど
で
、

自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
と
持
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
作
文
に
お
い
て

　
税
の
作
文
は
将
来
の
自
分
た
ち
や
、
将
来

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
思

い
、
日
本
の
人
口
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

中
で
自
由
に
、
そ
し
て
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く

に
は
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
か
を
考
え
て
み
ま

し
た
。
分
か
ら
な
い
情
報
な
ど
は
ネ
ッ
ト
で

調
べ
た
り
、
両
親
に
聞
い
て
み
た
り
し
て
、
自

分
な
り
に
良
い
作
文
が
で
き
た
と
思
っ
た
し
、

自
分
で
も
す
ご
く
頑
張
っ
た
と
思
う
の
で
素

晴
ら
し
い
賞
を
受
け
る
事
が
で
き
て
と
て
も

嬉
し
い
気
持
ち
で
す
。
み
な
さ
ん
も
将
来
の

た
め
に
税
に
つ
い
て
少
し
で
も
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
高
校
生
に
な
っ
て
九
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
最
近
私
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
問
題
に
対
し
て
少
し

で
も
自
分
の
考
え
や
、
意
見
を
持
つ
よ
う
に

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
授
業
中
に
先
生
に
指
さ

れ
る
と
自
信
が
な
い
と
い
う
の
も
あ
る
け
ど
、

自
分
の
考
え
、
意
見
が
思
い
つ
か
な
く
て
答

え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
少

し
ず
つ
自
分
の
考
え
や
、
意
見
を
発
言
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

1
年
18
組
　
相
澤
　
果
那

も
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
書
く
こ
と
が
で

き
、
入
賞
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
意
見
を
持
ち
、
自
分
な
り
の
答
え
を
出
す

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
　

税
に
関
す
る
作
文
　

土
浦
税
務
署
長
賞  

受
賞

税
に
関
す
る
作
文
　

土
浦
税
務
署
長
賞  

受
賞

茨
城
新
聞  

第
十
三
回

新
聞
感
想
文
コ
ン
ク
�
ル
　

茨
城
新
聞
茨
城
会
長
賞  

受
賞

茨
城
新
聞  

第
十
三
回

新
聞
感
想
文
コ
ン
ク
�
ル
　

茨
城
新
聞
茨
城
会
長
賞  

受
賞

税
に
関
す
る
作
文

茨
城
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

会
長
賞
　
受
賞

税
に
関
す
る
作
文

茨
城
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

会
長
賞
　
受
賞

茨
城
県
医
師
会

医
療
作
文
コ
ン
ク
�
ル

最
優
秀
賞
受
賞

茨
城
県
医
師
会

医
療
作
文
コ
ン
ク
�
ル

最
優
秀
賞
受
賞

第22号　令和5年3月1日　常 総 学 院 同 窓 会 会 報 （14）



■令和4年度　常総学院高等学校同窓会予算書（案）
（令和4年4月1日〜令和5年3月31日まで）

▼収入の部 （単位:円）

増　　減前年度予算額予算額科　　 目 備　　考

▼支出の部 （単位:円）

増　　減前年度予算額予算額科　　 目 備　　考

690,000

6,750,000

258,000

69,865,088

7,440,000

77,563,088

1,320,000

5,950,000

1,000

71,199,745

7,270,000

78,470,745

630,000

△ 800,000

△ 257,000

1,334,657

△170,000

907,657

支出の部計

1,700,000

1,650,000

200,000

100,000

3,500,000

1,000,000

1,810,000

300,000

200,000

67,110,745

78,470,745

900,000

2,254,000

2,000,000

200,000

100,000

3,500,000

1,000,000

1,200,000

300,000

200,000

65,909,088

77,563,088

900,000

△ 554,000

△ 350,000

0

0

0

0

610,000

0

0

1,201,657

907,657

0

会報郵送料等

会報印刷代等

飲み物代等

旅費

硬式野球他各部活動

コサージュ、生徒手帳代

ホームページ維持管理費

教育実習生への花束代他

事務用品等

振込手数料等

終身会費40名、会員40名

終身会費10名、会員570名

受取利息等

令和4年度予算について

令和4年度予算は、令和4年度の事業計画と前年度の収支実績を勘案して編成しております。

２．支出の部

１． 収入の部
     卒業生の入会費570人、会員年会費80人を収納予定額として計上致しました。

令和3年度　常総学院高等学校同窓会会務分担表

担　当 本　部　役　員 担　当学　　　校 主　な　業　務 本　部　役　員 学　　　校 主　な　業　務

副会長
泉　 琢 磨

総　務

岡田  慎一郎
中 原　 僚 汰
山 田　 拓 也
中 根　 弘 貴

飯 塚　 康 弘
仲野谷　宗治
櫻 井　 尭 史

塚 本　勝 則
櫻 井　 　 勝
猪 瀬　高 美
平 澤　雅 義

副会長
伊 藤　哲 也

副会長
山 口　大 弐

会　報

経　理

監　事

事務局

磯 部　 和 弘
大 海　 聖 賀

牧 野　 絵 美
谷 川　 義 宜
祐 源　 　　愛
松 林　 康 徳
川 越　 ま  り
難波  千亜紀
相 澤　 理 沙
萩 原　 奈 緒
中 島　 成 美
清 和　　 　潤
國井　信二朗
佐 藤　 誠 司
宮 本　　　 栞
堀 越　 早 紀
柴山  紗矢香
千 代 　紘 之

中川  弘一郎
渡 辺　 裕 次
伊藤  俊太郎
鈴木  由美子
菊池  亜季子
内 田　 大 樹
高 野　 萌 香
金子  侑太郎
堀 切　 風 花
片 岡 　　  唯
横 川  みなみ
邉 春　 祥 宏
坂 本　 智 洋
荒 川　　　 南
福 田 　祐 貴
市 村 　端 葵
藤 野　 和 輝
榊 原　 大 輝
中島  明日香
髙 野　 俊 也
君和田  彩歩
関 口　 優 飛
仲田  日向子
岡 崎　 航 大
栗 原　 愛 華

会議の招集・設営・進行
同窓会の総括的業務

予算編成と執行・決算
諸会費等の徴収

会報の編集・発行

青 栁　　隆 雄
片 山　　　  章
田 中　　光 恵
櫻 井　　直 己
大久保      実

副会長
伊 沢　勝 徳

副会長
入 江　道 雄

植田　美幸 前 川　 信 史

事務局と相互連携

本会会計の監査

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

雑費

次年度繰越金

1.

卒業生会費

在校生会費

前年度繰越金

雑　 収　 入

会　　　　 費

収入の部計

2.

3.

1.

10.

11.

消耗品費

通信運搬費

印刷製本費

会議費

旅費交通費

部活動補助費

記念品費

広報費

行事費

令和4年度　常総学院高等学校同窓会事業（案）

・高校ならびに中学校新入生に生徒手帳を寄贈

・観葉植物の寄贈、ボランティア活動などSDGsを通じた学校との連携並びに

　補助

・部活動奨励金による活動補助

・ホームページ運営と機能拡張

・同窓会会報誌発行

・卒業生へコサージュ寄贈　など

野間口 昭 子
平 井　 修 司
神 野　 智 子
上 原　 拓 也
小 倉　 明 子
田村　江梨佳
乙 高　 優 人
永 井　 一 正
妹 川　 泰 仁
藤 野　 明 美
島 倉　 百 代

酒 井　 　  覚

令和4年度事業計画案に基づき予算を編成致しました。

※項目間の彼此流用することができる。

役  職 期卒業 氏　　名 役  職 期卒業 氏　　名

会　　長 1 飯田 晃久

副 会 長 2 伊藤 哲也

副 会 長 4 伊沢 勝徳

幹　  事 32 藤野 和輝

副 会 長 4 泉 琢磨

幹　  事 33 榊原 大輝

副 会 長 6 山口 大弐

幹　  事 33 中島 明日香

副 会 長 - 入江 道雄

幹　  事 34 髙野 俊也

幹　  事 1 酒井 覚

幹　  事 34 君和田 彩歩

幹　  事 3 野間口 昭子

幹　  事 35 関口 優飛

幹　  事 4 猪瀬 高美

幹　  事 35 仲田 日向子

幹　  事 4 藤野 明美

幹　　事 36 岡崎 航大

幹　  事 6 永井 一正

幹　　事

監　　事

監　　事

36 栗原 愛華

5 前川 信史

10 植田 美幸

幹　  事 6 岡田 慎一郎 校内幹事 3 飯塚 康弘

幹　  事 6 塚本 勝則 校内幹事 4 櫻井 直己

幹　  事 11 平井 修司 校内幹事 4 仲野谷 宗治

幹　  事 13 鈴木 由美子 校内幹事 5 磯部 和弘

幹　  事 16 神野 智子 校内幹事 8 田中 光恵

幹　  事 17 上原 拓也 校内幹事 9 大海 聖賀

幹　  事 18 妹川 康仁 校内幹事 11 青栁 隆雄

幹　  事 19 小倉 明子 校内幹事 12 片山 章

幹　  事 19 中川 弘一郎 校内幹事 16 牧野 絵美

幹　  事 20 渡辺 裕次 校内幹事 16 谷川 義宜

校内幹事 16 大久保 実幹　  事 20 伊藤 俊太郎

校内幹事 19 祐源 愛幹　  事 21 櫻井 勝

校内幹事 19 松林 康徳幹　  事 22 田村 江梨佳

校内幹事 20 櫻井 尭史幹　  事 22 菊池 亜希子

校内幹事 22 相澤 理沙幹　  事 24 乙高 優人

校内幹事 22 川越 まり幹　  事 25 内田 大樹

校内幹事 23 難波 千亜紀幹　  事 26 平澤 雅義

校内幹事 23 中島 成美幹　  事 26 高野 萌香

幹　  事 26 金子 侑太郎 校内幹事 24 佐藤

幹　  事 27 中原 僚汰

誠司

幹　  事 27 山田 拓也

校内幹事 25 宮本 栞

幹　  事 28 島倉 百代

校内幹事 25 柴山 紗矢香

幹　  事 28 中根 弘貴

校内幹事 26 堀越 早紀

幹　  事 29 堀切 風花

校内幹事 26 萩原 奈緒

幹　  事 29 片岡 唯

校内幹事 26 清和 潤

幹　  事 30 横川 みなみ

校内幹事 27 國井 伸二朗

幹　  事 30 邉春 祥宏

校内幹事 31 千代 紘之

幹　  事 31 坂本 知洋

顧    問 - 櫻井 平

幹　  事 31 荒川 南

顧    問 - 坂田 英一

顧    問 - 壁谷 恵

令和3年度　常総学院高等学校同窓会役員

幹　  事 32 福田 祐貴

幹　  事 32 市村 瑞葵

悪質な電話（勧誘）にご注意

同窓会事務局あるいは常総学院事務局と名乗って、電話などで強引に勧誘する事件が発生していま

す。不審な勧誘、確認・調査などを受けた場合には、即答せず同窓会事務局までお問合わせくださ

い。同窓会事務局が調査等を行う場合には同窓会会長名の入った封筒を用いて郵送にて行います。
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卒
業
す
る
と
母
校
の
様
子
を
知
る
機
会
は

少
な
く
な
る
も
の
で
、
街
中
で
制
服
を
見
か

け
た
り
、
新
聞
記
事
に
名
前
を
見
つ
け
た
り

し
た
と
き
に
、
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
　

常
総
学
院
高
等
学
校
は
、
今
年
度
創
立
四

十
年
目
、
常
総
学
院
中
学
校
は
創
立
二
十

七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　
今
年
度
も
無
事
に
同
窓
会
誌
を
発
刊
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
成
に
あ
た
り
、

多
く
の
卒
業
生
、
常
総
学
院
中
高
の
在
校

生
・
教
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。
編
集
委
員
を
代
表
致
し
ま
し
て
こ

の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
二
〇
二
三
年
に
は
本
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
卒
業
生
の
皆
様

に
在
校
生
や
学
校
の
様
子
を
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
出
来
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
社
会
に
お
い
て
『
繋
が
り
』
は

ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
に
な
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
二
万
人
を
超
え
る
本
校
卒
業
生
同
士
の

交
流
場
の
一
端
と
し
て
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
て
頂
け
ま
し
た
ら
本
望
で
す
。

　
同
窓
生
の
方
々
の
中
で
、
会
報
誌
へ
の
寄

稿
や
編
集
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
を
始
め
、

同
窓
会
と
し
て
実
現
で
き
る
諸
活
動
に
対
し

ご
興
味
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
学
校
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
事

務
局(029-842-8771)

、
も
し
く
は
、
常

総
学
院
同
窓
会
H
P
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
ま

で
メ
ー
ル
を
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
の
皆
様
の

益
々
の
御
活
躍
を
祈
願
い
た
し
ま
し
て
、
編

集
後
記
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

編
集
後
記

同
窓
会
校
内
幹
事
代
表
　
祐
源
　
愛

編
集
委
員
一
同

Ex(エクセレント)クラス

特 進 選 抜コース

進 学 選 抜コース

進 学 選 抜コース

（プログレス）

（フロンティア）

特 進 選 抜コース
東京大学ならびに医学部医学科、および早慶上智などの超難関大学合格を目指します。

旧帝大をはじめとする難関国公立大学への合格を目指します。

有名大学への進学を目指します。

GTMARCHなどの難関私立大学や国公立大学への合格を目指します。

TEL:029-842-8771TEL:029-842-8771（代）（代）

一人ひとりの目標に応える
魅力的魅力的なコース制

一人ひとりの目標に応える
魅力的なコース制

第22号　令和5年3月1日　常 総 学 院 同 窓 会 会 報 （16）


